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第15回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和８年３月11日(水曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時31分閉会 

 

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

 

出 席 委 員（15人） 

        委 員 長  橋 口 海 平 

        副委員長 松 村 秀 逸 

        委  員 前 川   收 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 城 戸   淳 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 立 山 大二朗 

        委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員（なし）    

委員外議員（なし） 

 

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 坂 本 弘 道 

交通政策課長 牧 野 記 大 

空港アクセス鉄道 

整備推進課長  宮 原 尚 孝 

土木部 

                 部 長 菰 田 武 志 

道路都市局長 奥 山 和 弘 

道路整備課長 大 和 勇 紀 

首席審議員兼 

都市計画課長 高 橋 慶 彦 

警察本部 

交通部長 合 瀨 勝 彦 

交通規制課長 大 薮   浩 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 都 冨 真 一 

     政務調査課主幹 内 布 志保美 

                    

  午前９時59分開議  

○橋口海平委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第15回高速交通ネットワ

ーク整備推進特別委員会を開催します。 

 なお、本日の委員会に１名の傍聴の申出

がありましたので、これを認めることとし

ます。 

 本委員会は、インターネット中継が行わ

れます。委員並びに執行部におかれまして

は、発言の内容が聞き取りやすいよう、発

言の際にはマイクを自分の口元に向け、明

瞭に御発言いただきますようよろしくお願

いいたします。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、富永企画振興部長から総括説明を

お願いいたします。 

 

○富永企画振興部長 おはようございま

す。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を

代表して御挨拶を申し上げますとともに、

本委員会の付託案件の概要について御説明

いたします。 

 まず、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 南九州西回り自動車道の芦北出水道路に

ついて、先月16日に令和10年度の開通見通

しが公表されました。 
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 また、熊本都市圏３連絡道路について、

複数のルート帯を令和８年度中にお示しで

きるよう、熊本市と連携し、調査を加速し

ます。 

 今後も引き続き、高規格道路の早期整備

に向けて取り組んでまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港についてでござ

います。 

 国際線につきましては、今月31日から、

新たに台湾の航空会社スターラックス航空

による熊本―台中線が週３便で運航を開始

いたします。このことにより、熊本と台湾

をつなぐ路線は、台北、高雄、台南に加

え、４路線となります。 

 台中市は、新たにＴＳＭＣの工場建設が

開始されるなど、観光のみならず、ビジネ

ス需要も期待できるポテンシャルの高い路

線であると認識しております。 

 次に、空港施設につきましては、現在、

熊本国際空港株式会社において、国際線の

受入体制の拡大のため、出発荷さばき場ベ

ルトコンベアの改修やチェックインカウン

ターの増強が進められておりますが、2025

年度末までに工事が完了し、３便同時に受

け入れることが可能となる見込みです。 

 今後も、熊本国際空港株式会社と連携

し、更なる航空ネットワークの拡大及び空

港の利便性向上に努めてまいります。 

 次に、空港アクセス鉄道についてでござ

います。 

 来年度は、鉄道事業許可に向け、事業主

体となる第三セクターの設立を予定してお

り、本定例会において設立に必要な経費等

に係る予算を提案しております。 

 今後も引き続き、国への財政支援の要望

や事業化に向けた手続を着実に実施し、取

組を進めてまいります。 

 次に、空港ライナーについてでございま

す。 

 近年の利用ニーズの増大や空港アクセス

鉄道整備の進捗状況も見据え、空港ライナ

ーについては、今年夏頃をめどに有料化

し、安定的な運行と利便性の向上を図って

まいります。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 都市圏交通の将来ビジョンである都市交

通マスタープランについては、今月５日に

開催された熊本都市圏総合交通計画協議会

において、パブリックコメントを踏まえた

案が承認され、策定されました。 

 引き続き、関係機関と連携しながら、実

行計画となるアクションプランの策定を進

めてまいります。 

 また、本県にとって望ましい公共交通の

姿を示す熊本県地域公共交通計画について

は、令和８年度以降の新たな計画策定を進

めてまいりましたが、パブリックコメント

の手続や市町村及び事業者等との最終的な

協議を経て、年度内に策定する予定として

おります。 

 今後、次期計画に基づき、人口減少が見

込まれる中でも、将来にわたって安定的か

つ継続的に利用できる公共交通を目指す取

組を推進してまいります。 

 都市圏の渋滞対策につきましては、前回

の委員会でも御報告させていただきました

が、昨年の12月に令和７年度第２回渋滞解

消推進本部会議を開催し、これまで実施し

てきました交差点改良の整備効果や１万人

のオフピーク通勤の成果を報告しました。 

 特に、１万人のオフピーク通勤では、デ

ータを用いた効果測定を実施した結果、混

雑する朝の通勤時間帯に交差点の交通量が

最大で約３割減少するなど、一定の効果が

確認できました。 

 引き続き、都市圏の渋滞解消に向けた取

組の推進を図ってまいります。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳

しくは担当課長から説明を申し上げます。
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御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 それでは、事業概要等

の説明を求めた後、質疑を受けたいと思い

ます。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま簡潔にお願いいたします。 

 では、執行部から説明をお願いいたしま

す。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 お手元の委員会資料につきましては、全

体で75ページとなっており、変更した箇所

を中心に説明させていただきます。 

 なお、変更部分につきましては、資料に

アンダーラインを引いておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の６ページをお願いいた

します。 

 九州縦貫自動車道についてでございま

す。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 最下段の丸２ポツ目ですが、１月22日

に、坂本パーキングエリアのスマートイン

ターチェンジ設置に向け、計画的かつ効率

的な準備検討を進めることを目的とした第

１回準備会が関係機関により開催されまし

た。 

 県といたしましても、国の調査状況を踏

まえながら、関係機関と連携し、取組を支

援してまいります。 

 ８ページをお願いいたします。 

 南九州西回り自動車道です。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 ３つ目の丸の３ポツ目ですが、芦北出水

道路につきまして、先ほど企画振興部長か

らも説明がありましたが、先月16日に水俣

インターチェンジから出水インターチェン

ジ間の令和10年度開通の予定が国から発表

されました。 

 引き続き、本道路の一日も早い全線開通

に向け、取り組んでまいります。 

 19ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏の新たな高規格道路です。 

 20ページの現状の欄をお願いいたしま

す。 

 最下段になりますが、現在、意見聴取結

果の分析を進め、第３回有識者委員会の準

備を進めますとともに、技術的な観点か

ら、渋滞緩和効果や地域産業への波及効

果、また、工事中や供用後の住民生活や自

然環境への影響、事業費や施工性、構造条

件など、仮想的にルートを想定しながら、

多角的な視点から様々な技術検討を実施し

ております。 

 21ページをお願いいたします。 

 今後の取組の欄をお願いいたします。 

 ２つ目の丸の１ポツ目ですが、有識者の

助言をいただいた上で政策目標を設定し、

合理的かつ実現可能な複数のルート帯案を

令和８年度にお示しできるよう、引き続き

住民参加型の道路計画検討を進めてまいり

ます。 

 23ページをお願いいたします。 

 (3)の建設促進活動です。 

 各路線の要望活動を記載しております。

12月の本委員会以降の主な活動内容につい

て御報告させていただきます。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道で

す。 

 １月19日に、宮崎県宮崎市におきまし

て、九州中央３県議員連盟の総会が開催さ

れました。総会には執行部も同席させてい

ただき、熊本県、大分県、宮崎県の３県に

おける高規格道路の進捗状況や各県の取組

等について共有させていただきました。 

 25ページをお願いいたします。 

 続きまして、③の中九州横断道路です。 

 26ページをお願いいたします。 
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 １月19日の九州中央３県議員連盟の総会

につきましては、先ほど御説明いたしまし

た九州中央自動車道と同様でございます。 

 また、２月６日に、知事と期成会会長の

合志市長によりまして、国土交通省に有料

道路事業導入による早期整備について要望

活動を行いました。 

 27ページをお願いいたします。 

 ⑤の有明海沿岸道路です。 

 ２月18日に、有明海沿岸インフラ整備３

県議会連絡会議により、九州地方整備局に

要望活動が行われております。 

 以上が建設促進活動となります。 

 今後とも、委員の皆様のお力添えをいた

だきながら、県内の道路整備の必要性をし

っかりと国に訴え、予算の獲得、各路線の

整備推進に向けて取り組んでまいりますの

で、引き続きよろしくお願いいたします。 

 道路整備課は以上でございます。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 資料29ページをお願いいたします。 

 まず、航空路線の利用促進についてでご

ざいます。 

 空港の旅客数の状況につきまして、昨年

度までの数字を記載してございます。前回

と同様でございます。 

 おめくりいただきまして、30ページをお

願いいたします。 

 上段に、直近の空港の月別旅客数を記載

してございます。 

 昨年４月から今年１月までの期間でござ

いますけれども、国内線につきましては、

前年度とほぼ同程度のペースで推移してい

る状況でございます。 

 また、国際線につきましては、就航便数

が増加いたしましたことから、前年度に比

べますと、10か月平均で約1.5倍、おおむ

ね月間４万人から６万人前後の数で推移を

している状況でございます。 

 31ページをお願いいたします。 

 続いて、国内線の振興の状況についてで

ございます。 

 現状でございますが、昨年４月から今年

１月までの有償旅客数は、対前年度比97.7

％でございまして、今年度運休しておりま

す中部線を除きますと、対前年度比は102.

2％となっております。 

 また、参考４という表を記載してござい

ますが、こちら、個別の路線別の旅客数と

利用率でございます。 

 東京線につきましては、羽田・成田線合

わせまして77.8％、大阪線が73.7％、名古

屋線が84.3％、全体で77.8％という利用状

況でございます。 

 おめくりいただきまして、32ページをお

願いいたします。 

 下段に記してございます今後の取組の４

つ目の丸でございますけれども、昨年の３

月30日以降の夏ダイヤから、ＡＮＡによる

熊本―中部線が運休となってございました

けれども、今年３月29日以降の夏ダイヤか

ら、ＦＤＡが同区間を新たに１日２便で運

航することを決定いたしました。これによ

りまして、国内線は８路線、週38便となる

見込みでございます。 

 名古屋路線につきましては、経済面など

で深い結びつきのある東海地方を結ぶ重要

な路線と認識してございまして、愛知県や

中部国際空港株式会社、それから熊本国際

空港株式会社と連携をしながら、路線の認

知度の向上ですとか利用促進に取り組みま

して、路線の安定化を図ってまいります。 

 33ページをお願いいたします。 

 次に、国際線の振興についてでございま

す。 

 このページと次のページで国際線全般の

現状について記載をしてございます。 

 おめくりいただきまして、34ページをお
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願いいたします。 

 国際線の最近の動きについてでございま

す。 

 資料下から２つ目の丸でございますけれ

ども、前回の委員会でも御報告いたしまし

たタイガーエア台湾が、昨年12月23日か

ら、台南線、それから高雄線を各路線週２

便の連続チャーター便として運航を開始し

てございます。 

 また、最後の丸でございますけれども、

冒頭部長から言及ありましたとおり、スタ

ーラックス航空が、今年３月31日から、台

中線を週３便の定期チャーター便として運

航することが決定をいたしてございます。 

 35ページをお願いいたします。 

 参考１という表でございまして、こち

ら、国際線全体の運航状況を記載してござ

います。 

 ２月17日時点ということでございますけ

れども、この３月31日からの就航が発表さ

れておりますスターラックス航空の台中線

を反映した数といたしましては、全体で６

路線、週44便となってございます。 

 航空路線の利用促進につきましては以上

でございます。 

 資料飛びまして、43ページをお願いいた

します。 

 こちら、空港の施設整備につきましての

記載でございます。 

 資料下から２つ目の丸でございますけれ

ども、熊本国際空港株式会社では、国際線

の受入体制の拡大のため、出発荷さばき場

のベルトコンベアの改修、それからチェッ

クインカウンターの増強を実施しておりま

すけれども、2025年度、今年度中に供用開

始をいたしまして、３便同時での受入れが

可能となる見込みでございます。 

 資料飛びまして、46ページをお願いいた

します。 

 こちら、阿蘇くまもと空港のＰＲについ

て記載してございますけれども、一番下の

丸でございますが、阿蘇くまもと空港、こ

ちらの空港の魅力向上、それから国内外か

らの熊本への誘客促進を図るため、期間限

定ということで、空港の愛称を阿蘇くまモ

ン空港に変更いたします。 

 カモン！くまモン！阿蘇くまモン空港キ

ャンペーンを昨年10月15日から今年３月15

日までの期間限定で開催をしておりますけ

れども、国内外から反響をいただいており

まして、空港の活性化にもつながっている

と認められますので、今年６月30日までキ

ャンペーンの期間を延長することを発表い

たしてございます。 

 資料飛びまして、51ページをお願いいた

します。 

 こちら、ＪＲ豊肥本線を活用した空港ラ

イナーの運行についてでございます。 

 現状の最後の丸でございますけれども、

この空港ライナー、県内外の空港利用者に

とって重要な空港までのアクセス手段とし

て定着していると認められる状況でござい

ます。 

 その下、今後の取組でございますけれど

も、近年の利用ニーズの増大、それから空

港アクセス鉄道の整備の進捗状況も見据え

まして、安定的な運行の確保に向けて、今

後の運行方針を整理することといたしてお

りました。 

 また詳細につきましては、追って別添の

資料にて御説明をいたします。先に本体資

料を説明させていただきます。 

 資料62ページをお願いいたします。 

 こちら、公共交通機関の利用促進につい

てでございますけれども、資料上段、今後

の取組という箇所で、下線は引いておりま

せんけれども、今年度末で計画期間が満了

する熊本県地域公共交通計画の次期計画を

策定することとしております。 

 こちらにつきましても、後ほど別添の資
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料にて計画の素案の概要について説明をい

たします。 

 また資料飛びまして恐縮ですが、74ペー

ジをお願いいたします。 

 こちら、交通渋滞解消関係のうち、時差

出勤、テレワークなどの通勤行動変容の促

進についてでございます。 

 現状の一番下の丸でございますけれど

も、９月に実施をいたしました１万人のオ

フピーク通勤につきましては、官民合わせ

て１日平均１万687人御参加いただいたと

いうことで、前回の委員会で御報告をさせ

ていただいたところでございますけれど

も、その内訳としましては、熊本県職員が

1,467人、熊本市職員が1,398人、民間企業

が7,822人となってございます。 

 75ページをお願いいたします。 

 一番上の丸でございますけれども、この

取組につきましては、外部委託による効果

測定の結果、混雑する朝の通勤時間帯に交

差点の交通量が最大で約３割減少するな

ど、一定の効果を確認してございます。 

 今後の取組でございますけれども、９月

の１万人のオフピーク通勤において、デー

タに基づく効果検証にて一定の効果が確認

できましたので、引き続き官民連携で取組

を継続してまいります。 

 また、検証結果につきましては、県のデ

ータ連携基盤、こちら、具体的には、様々

なオープンデータを地図上に表示するダッ

シュボードがございまして、そちらで主要

渋滞箇所の交通量ですとか、県がどういっ

た渋滞対策を打っているのかということを

可視化、見える化を図りまして、県民の皆

様に発信していくことを考えてございま

す。 

 それでは、先ほどちょっと後ほど説明す

ると申しましたけれども、阿蘇くまもと空

港ライナーにつきまして、右上に別添資料

１と記載してございます阿蘇くまもと空港

ライナー検討資料について説明をいたしま

す。 

 まず、(1)の空港ライナーの現状につい

てでございます。 

 空港ライナーは阿蘇くまもと空港を核と

いたしまして、周辺地域の活性化と創造的

復興を目指す大空港構想の下、空港利用者

を対象に、空港から最寄りの鉄道駅でござ

いますＪＲ肥後大津駅までの間を無料で移

動できる空港サービスとして、平成23年に

試験運行、それから、平成29年から本格運

行ということで実施をしてまいりました。 

 このような状況がございまして、(2)の

空港ライナーの課題でございますけれど

も、１つ目の利用者数の増加に対応した輸

送力の強化を図る必要があること、特に、

混雑時間帯等におきましては積み残しも発

生している状況でございますので、輸送力

の強化が必要ということでございます。 

 また、２つ目の物価・人件費上昇の中で

も、安定運行するための経費確保が必要で

あるということ、さらに、３つ目の令和16

年３月開業を目指しております空港アクセ

ス鉄道開業を見据えました公共交通として

の再定義、これは、これまで空港サービス

として位置づけておりましたところから、

ＪＲ豊肥本線を利用していただきまして、

その上で空港にアクセスいただくという、

公共交通として再整備をするということで

ございますけれども、その機能の充実と持

続可能性を高める運用の見直しを行う必要

があると考えてございます。 

 このため、空港ライナーにつきまして

は、今後の安定的な運行に向けて、今年夏

頃を目途に有料化するとともに、更なる利

便性の向上を実現しまして、好調な需要に

対応できるよう取り組んでまいります。 

 なお、運賃につきましては、資料に記載

してございますけれども、利用者に対する

アンケートの結果などを参考にいたしまし
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て、まずは１人当たり片道200円から始め

るということを想定しているところでござ

います。 

 続きまして、熊本県地域公共交通計画の

改定について、右上別添資料２と記載して

おります熊本県地域公共交通計画(素案)概

要版を御覧いただければと思います。 

 こちら、現行の熊本県地域公共交通計画

の計画期間が今年度末で満了いたしますの

で、次期計画を策定することとしてござい

ます。 

 前回、この委員会におきまして御報告を

いたしました計画の骨子に基づきまして、

このたび計画の素案を取りまとめましたの

で、御報告いたします。 

 前回の骨子の内容から、計画の位置づけ

ですとか、対象地域、計画期間、目指す公

共交通網の姿、目指す将来像に変更はござ

いません。 

 また、その下の計画の目標についてでご

ざいますけれども、10年後の公共交通２

倍、それから交通空白地ゼロを目指しまし

て、まず、この計画期間５年間でどこまで

目指すのかというサービス水準の目安、具

体的な数値を今回入れさせていただいてご

ざいます。 

 右下の地図で、赤線で示しているのが都

市圏を高頻度で結ぶ都市圏幹線、それか

ら、緑色で示しているのが地域の拠点間を

結ぶ地域幹線でございますけれども、足元

では、運転士不足などによる減便、それか

ら路線廃止など、サービス水準が下がって

いるというこの流れを反転させまして、さ

らに輸送頻度を高めるべく、まず、それぞ

れ令和６年度に比べて最低でも1.3倍まで

引き上げるということを設定させていただ

いてございます。 

 また、右側の同じく地図で、一部水色の

線でお示しをしている箇所、それから、各

市町村の域内で運行されておりますコミュ

ニティー交通につきましては、その運行形

態が多様であること、また、中には事前予

約が必要なデマンド型について、前日まで

に予約しないと利用できないといったケー

スがあるとも承知をしてございますので、

１時間、60分以内でアクセスできる水準を

確保することを目標として設定をしている

ものでございます。 

 なお、地域によって公共交通の実情、そ

れぞれ当然異なりますので、路線別のサー

ビス水準につきましては、来年度以降、県

が支援する形で、市町村、事業者、それか

ら住民の皆様を巻き込む形で協議をしまし

て、この計画の目標も意識いただきながら

設定をしていく、決定をしていく想定でご

ざいます。 

 続きまして、裏面をお願いいたします。 

 計画の基本的な方針と目標達成のために

実施する施策事業を記載してございます。 

 こちらも、内容に大きな変更はございま

せん。 

 まず、スクールバスなど、交通以外の分

野の輸送資源も含めました既存の資源の最

大限の活用を図った上で、それでも足らざ

るものについて、各モードの利便性の向

上、運転士の確保、自動運転技術の検討導

入など、積極的な投資を行いまして、供給

力、それから持続可能性を引き上げるこ

と、併せて必要な体制整備や財源の確保の

調査研究にも取り組んでいくという、この

３つの方針を掲げてございます。 

 また、その下では、計画の達成状況を評

価する指標といたしまして、５年間のＫＰ

Ｉを設定してございます。ここも、具体の

数値を今回入れさせていただいてございま

す。 

 このうち、公共交通の利用者数につきま

しては、先ほど申し上げましたサービス水

準を1.3倍に引き上げることを念頭に、最

低限達成すべきものとして具体の数値を設
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定してございます。 

 また、公共交通に対する公的資金投入額

につきましては、県のみならず、国や市町

村の投資額も含めておりますけれども、こ

ちら、サービス水準を同一水準に引き上げ

ることを念頭に、こちらも最低限必要な金

額はこのレベルではないかということで設

定をしてございます。 

 また、一番下の公共交通の県民満足度に

つきましては、減便、それから路線廃止が

生じたこと、さらには、令和６年度におき

まして、県内バスにおける全国共通ＩＣカ

ードの利用停止が発表されたという事情も

ありまして、令和６年度の数値、18.6％と

非常に低い数値になってございます。 

 こちらは、本計画に基づきまして、サー

ビス水準の引上げのほか、利便性の向上な

ど積極的に取り組むことで、満足度も着実

に何とか引き上げていきたいという考えで

ございます。 

 以上が計画の素案の内容でございます。 

 今後、３月16日に開催予定の熊本県地域

公共交通協議会における計画の最終案の承

認をもちまして、年度内に次期計画を策定

する予定でございます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課でございます。 

 資料47ページをお願いいたします。 

 (3)空港アクセス改善についてでござい

ます。 

 資料おめくりいただきまして、48ページ

をお願いします。 

 今年度の主な取組の経過について御説明

させていただきます。 

 その下、資料49ページを御覧ください。 

 １つ目の丸でございますが、昨年12月、

大津町、益城町におきまして、都市計画素

案に係ります住民説明会を実施いたしまし

た。説明会には、大津町、益城町合わせて

454名の方に御参加をいただきました。 

 説明会では、都市計画決定案の鉄道のル

ートをお示しいたしまして、住民の皆様方

からは、騒音や振動といった環境への懸念

などについて御意見をいただいたところで

ございます。 

 今後も、事業の推進に御理解、御協力を

いただけますよう、引き続き丁寧な説明に

努めてまいります。 

 ２つ目の丸でございますが、県民の理解

を深めるための各種広報活動といたしまし

て、県立図書館や県庁の地下の展示ケース

でのパネル等の展示、また、新聞広告の掲

載などに取り組んでおります。 

 引き続き、県民の皆様への周知広報や機

運醸成を図ってまいります。 

 おめくりいただきまして、50ページをお

願いいたします。 

 次に、今後の取組でございます。 

 １つ目の丸ですが、来年度は、鉄道事業

許可に向け、事業主体となります第三セク

ターの設立を予定しており、今定例会にお

きまして、設立に必要な経費等に係る予算

を御提案させていただいております。 

 一日も早い鉄道整備につながりますよ

う、引き続きスピード感を持って取り組ん

でまいります。 

 空港アクセス鉄道整備推進課は以上でご

ざいます。 

 

○高橋首席審議員兼都市計画課長 都市計

画課です。 

 53ページをお願いいたします。 

 都市圏交通の将来ビジョンでございます

都市交通マスタープランについてでござい

ます。 

 今年度中の新たなマスタープランの策定

に向け、これまで取組を進めてまいりまし

た。 
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 56ページをお願いいたします。 

 上から２つ目の丸をお願いします。 

 昨年の12月末から本年の１月末にかけ

て、新たな都市交通マスタープランの素案

に対するパブリックコメントを実施し、公

共交通の利便性の向上や交通弱者の都市交

通の在り方に関する御意見など、20名の方

から63件の意見が寄せられました。 

 先週の５日に、熊本都市圏総合交通計画

協議会第８回委員会を開催し、それらの意

見を踏まえたマスタープランについて御審

議をいただきました。 

 無事委員の皆様から御承認いただくこと

ができましたので、本委員会をもって新た

な都市交通マスタープランの策定となりま

した。 

 続きまして、その下の新たな都市交通マ

スタープランの概要についてを御覧くださ

い。 

 前回の特別委員会において、新たなマス

タープランの素案について、別添資料を用

いて御説明をさせていただきましたが、今

回、改めてマスタープランの概要を御説明

させていただきます。 

 まず、将来交通計画の目標としまして、

都市圏交通の将来像、公共交通の利便性を

高め、利用者を増やして渋滞を減らし、誰

もが移動しやすいまちの実現のため、少し

見にくくございますが、下の表で示す年間

の公共交通利用者数を２倍にすることや主

要な渋滞箇所を半減することなど、具体的

な数値目標を設定しております。 

 次の57ページをお願いします。 

 将来交通計画策定の方針になります。 

 これは、地域ごとの交通特性をより細や

かに分類し、時間帯に応じた公共交通と自

動車交通のスマートな選択を推進すること

とし、左側に地域ごと、右側に時間帯に応

じたスマートな交通手段の選択を示してお

ります。 

 左側の地域ごとの選択では、市街地部や

周辺部、郊外部、それぞれの地域における

移動について、交通手段をうまく使い分け

ることを示しております。 

 右側の時間帯に応じた選択では、自動車

交通が集中する朝のピーク時間帯におい

て、上段には、積極的に自動車から公共交

通へ転換を図ることを示しており、下の図

では、自動車の利用時間帯の分散を推進す

ることを示しております。 

 次に、58ページをお願いいたします。 

 最後に、交通ネットワークの将来像にな

ります。 

 上段は、公共交通と自動車交通を一体的

に捉えて、都市構造や交通需要に応じて役

割を分担しながら、これまでの放射８方向

の基幹公共軸と２環状11放射の骨格幹線道

路網を基本に、将来の骨格となる交通ネッ

トワークの構築を目指すこととしていま

す。 

 左側に公共交通ネットワーク、右側に道

路ネットワークを示しております。 

 少し分かりにくいですが、左側の公共交

通では、濃いピンク色で空港までのアクセ

ス鉄道を、右側の道路ネットワークでは、

赤の大きな丸で３連絡道路を示しており、

今回、これらについても新たな交通ネット

ワークの将来像に追加しております。 

 新たな都市交通マスタープランの概要に

ついては以上になります。 

 少しページをおめくりいただきまして、

60ページをお願いします。 

 マスタープランの実行計画によるアクシ

ョンプランになります。 

 ページ中段の今後の取組をお願いしま

す。 

 先ほど御説明しました新たな都市交通マ

スタープランを基に、来年度、令和８年度

に新たな熊本都市圏総合交通戦略、アクシ

ョンプランの策定を目指しております。 
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 また、そのアクションプランの実効性を

高めるために、新たにモニタリングの機関

を設置し、施策の進捗管理や効果検証を行

うこととしております。 

 ページが飛びますが、73ページをお願い

します。 

 渋滞解消推進本部についてでございま

す。 

 下から２つ目の丸をお願いします。 

 前回の特別委員会でも御紹介しておりま

すが、昨年12月に令和７年度の第２回渋滞

解消推進本部を開催し、交差点改良の整備

効果や１万人のオフピーク通勤の成果をデ

ータや映像を用いて具体的に示し、渋滞対

策が確実に進んでいることを確認しており

ます。 

 都市計画課からは以上です。 

 

○橋口海平委員長 執行部からの説明が終

わりましたので、これまでの説明内容につ

いての質疑に入ります。何かありません

か。 

 

○前川收委員 別冊説明資料の熊本空港ラ

イナー検討資料の中で、口頭であられまし

たけれども、現在の空港ライナーの課題と

いうことで、①②③、丸で３つ示していた

だいておりますし、その中の③の中に、空

港アクセス鉄道の開業を見据えた公共交通

としての再定義ということが大前提として

言われております。 

 当然だと思っていますけれども、その中

で200円というお話が口頭で出たと思いま

す。この200円というのは、もちろん決定

ではありませんし、根拠がよく分からない

んですけれども、基本となる部分として、

アクセス鉄道が開業したときに、大津から

空港までの料金が幾らになるのかというこ

とは非常に大きな部分だと思っていまし

て、今取りあえず200円で始めて、だんだ

ん変化していくのかどうなのかというとこ

ろは、ちょっとおっしゃっていただいてお

かないとよく分からない。 

 もちろん、料金分かってないでしょう、

まだ。大津から空港までＪＲの鉄道で行っ

たときにどうなるか、出来上がった鉄道で

行ったときにどうなるかということが前提

にはなっているんでしょうけれども、その

時点でまだ分かってないということが大前

提だと思いますので、その点についての考

え方というのをぜひ教えていただきたいと

思います。 

 それともう１つ、これは49ページです

ね。同じくアクセス鉄道の話なんですけれ

ども、49ページで、アクセス鉄道が進みな

がら、今、令和16年３月開業を目指してと

いう口頭での話がございまして、当然それ

に向けてしっかり取り組んでいただきたい

というふうに思いますし、今年度、50ペー

ジは、新たに事業主体となるべく第三セク

ターをつくるというお話がありました。こ

れは、あくまでアクセス鉄道を整備してい

くための多分第三セクターになる、事業主

体ですからね、なるんだろうと思います。 

 ちょっと疑問があるのは、疑問という

か、私が分からないだけかもしれません

が、ＪＲ豊肥線の輸送力強化に向けた取組

も同時進行でやっていただいていますね。

空港の鉄道ライン、アクセス鉄道とは別に

と言うとおかしいんですけれども、アクセ

スは新規路線、新しい鉄道を引くと、鉄道

を引くということで、アクセス鉄道の準備

が第三セクターによって行われるというこ

とはよく分かります。 

 同時に、豊肥線の輸送力強化をやってい

く、全線を複線化は難しいけれども、複線

化に近いような形を幾つか、ハード整備も

含めてやろうという話でありまして、これ

は同時進行だと私は思っていますけれど

も、この部分は、同時進行で仮にあるとす
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れば、事業主体はどうするのかとか、事業

費はどうなるのかとか、いわゆるアクセス

鉄道の中で話が進んでいる部分と比べる

と、随分まだそちらのほうが見えてないと

いうふうに思っていますし、それはＪＲが

やることですと言い切ってしまえればそれ

でいいと思いますが、過去の経緯を見て

も、今、熊本駅から豊肥線の大津駅までの

電化化されている、上の電化、あれは、Ｊ

Ｒに今、県が第三セクターか何かつくっ

て、設置した後貸しているんですね。今も

利用料を頂いているというふうに思ってい

ますけれども、そういう経緯も含めて考え

れば、そちらのほうの事業主体であった

り、事業費であったりというものをどうお

考えになっていらっしゃるのか、そのこと

をお尋ねしたいと思います。どっちからで

もどうぞ。 

 

○橋口海平委員長 まずは交通政策課長。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、今回、空港ライナー、有料化に当

たってのこの200円の考え方についてお尋

ねをいただきました。 

 まず１つは、利用者の方に対しましてア

ンケートを取って、その中で、有料化して

も乗りますかという問いに対しまして、大

体６割の方が乗るという回答をいただきま

した。 

 その中で、具体的な金額について、その

６割の方にお伺いをしたところ、最も多か

った水準というのが、一旦まず200円とい

うところが出てきたというのが１点でござ

います。 

 加えまして、将来的なアクセス鉄道の整

備、これはあくまでも、将来、まだこれか

ら整備まで時間がありますので、あくまで

も現時点での試算ということでございます

けれども、アクセス片道460円というとこ

ろ、それから、今、既存の路線バス、阿蘇

方面に行くバスでございますけれども、空

港から肥後大津駅までを利用される方はあ

まりいないと正直聞いておりますが、そこ

の区間が、現状400円という形でございま

すので、それに比べると、まず200円とい

うのはかなり低廉に多分受け止められるこ

とが多いかと思いますけれども、これまで

空港サービスとして無料で実施をしてきた

ものを、今回有料化に踏み切るということ

で、これは大きな方針転換だというふうに

認識しておりまして、利用者の方に対する

周知、それから、将来的なアクセス鉄道に

向けて、リムジンバスのみならず、この肥

後大津駅から経由して利用できるというこ

のルートを、引き続き定着をして皆さんに

も使っていただけるようにしていくと。 

 そこの部分から、まずはその200円でど

れほどこの利用者が変わってくるのかとい

うところの状況を見ていきたいというとこ

ろがございまして、まず、今回、この設定

から始めさせていただけないかということ

で、調整案を今回説明させていただいた次

第でございます。 

 今後、もちろんアクセス鉄道の整備に向

けて、現時点の試算でもそれに比べるとか

なり安い水準となってございますので、今

後、その利用状況をきちんとフォローして

いきまして、動向を見まして、必要に応じ

てその辺りの運賃の見直しというのも引き

続きやっていくという考えでございます。 

 まず１点、交通政策課からは以上になり

ます。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 私

のほうから、豊肥本線の輸送力強化につい

てのお話をさせていただきたいと思いま

す。 

 今回、新線整備につきましては、第三セ
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クターを設立させていただくという考えを

示させていただいたのですが、この輸送力

強化につきましては、現在、ＪＲ九州と国

の活用できる支援メニューがどういったも

のがあるかということも含めまして、事業

主体ですとか、あと資金スキーム、こちら

のほうはまだ引き続き協議をさせていただ

いているところでございます。 

 事業費につきましては、以前お示しさせ

ていただいた60億円というプロジェクトご

ざいまして、その費用について国と協議す

る中で、どういった国の支援をいただける

ような活用メニューがあるかどうか、そう

いったことも協議しながら、事業者につき

ましても検討してまいりたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

 

○前川收委員 200円というのは私も妥当

な金額だろうというふうに思っています

が、あくまで、今お話があったとおり、こ

れで固定化するということよりも、まずは

200円から始めるという形からやってもら

わないと、ずっと令和16年まで200円で引

っ張っていって、アクセス鉄道ができまし

た、倍以上になりましたと言っちゃうと、

これはちょっとやっぱり不合理だと思いま

すので、そこはしっかり考えながら運用し

ていただければと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 それから、輸送力強化、ＪＲ豊肥本線の

輸送力強化に向けた取組が、アクセス鉄道

と比べると――これはもう同時進行でやっ

ていっていただいて、アクセス鉄道が開業

するときには、既にこちらも一緒に開業す

るという形ができないと、熊本駅から直接

空港まで乗り入れていくという前提から見

れば、非常にそこは時間がかかってしまっ

たり、いろんな不具合が出てくるというふ

うに思っていますので、私たちから見れ

ば、一緒にやるべき事業だというふうに思

っています。 

 ただ、今お話がございましたとおり、相

手様もいらっしゃる話ですから、きちっと

将来が見えてないということでありますけ

れども、取組から見れば、ちょっと遅れて

いるんじゃないかというふうに――イメー

ジとしてですよ。アクセス鉄道と比べれば

ですね。そういうイメージを私は持ちまし

た。そういう印象を持ちました。 

 ですから、そこはやっぱり急ピッチに進

めていただきながら、同時進行で、これは

財政負担のことも含めて――ＪＲが100％

やってくれればありがとうございますとい

う話ですけれどもね。どういう話になるか

よく分かりませんけれども、そこはしっか

り詰めていただいてやっていただかなけれ

ばなりませんし、スピード感は、皆さんの

世界ではスピード感はあるのかもしれませ

んが、こちらに伝わってきてないという部

分もございますし、多くの県民の皆さんも

期待されている向きがたくさんあるという

ふうに思いますので、しっかりその内容に

ついても詰めていただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○前田憲秀委員 空港ライナーについて、

私も御質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 部長の最初のお話でも、安定的な運行と

利便性の向上というお話がありました。で

すから、安定的な運行ということで、１つ

案として200円という金額が出たのかなと

思います。 

 別添の資料でも、今年度は17万人程度の

利用を見込むということなので、単純計算
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で、200円で計算すると3,400万ですね。今

は15万人利用で、予算は5,000万ほどで、

県の負担が７割、3,500万ぐらいだったで

しょうか。地元自治体などが負担していま

すけれども、その割合は200円になっても

変わらないという感じなんですかね。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 現在の空港ライナーの運営でございます

けれども、委員おっしゃっていただいたと

おりでございまして、予算は、大体規模と

しては5,000万円程度でございまして、そ

のうちの７割程度を県が負担していると。

その他、地元の大津町と、それから熊本国

際空港株式会社と、それからＪＲ九州に一

部負担をいただいて運営しているという状

況でございます。 

 今後、運行によりまして、この有料化に

よって収入が入ってくるわけでございます

けれども、その残る部分といいますか、そ

の負担、運営に係る経費につきましては、

引き続き現状のその負担割合というのを堅

持して運行を継続していく予定でございま

す。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 私、個人的には、アンケ

ートの結果は200円、まあ反対する人は少

ないかと思いますが、300円でも利用する

人は利用するんじゃないかなという思いは

あります。 

 300円で17万人だったら、5,100万の収入

になるわけですよね。そこは、先ほども議

論があったように、200円で統一でずっと

というよりも、そこはしっかりと考えてい

ただきたいなと。安定的な運行というのが

大前提なので、そうだとは思いますけれど

も、そこの運賃設定はしっかりやっぱり検

討していただきたいなと思います。 

 そして、もう一つの利便性の向上という

ことでお尋ねなんですけれども、せっかく

有料化をして、今まで全額県が７割負担だ

ったのが、ある程度収入が入ってくるわけ

なんですが、例えばＭａａＳ、富永部長が

得意なＭａａＳ、モビリティー・アズ・

ア・サービスですかね。よくうたわれて、

最近感じるのは、交通事業者ごとだとか行

政ごとだとか、九経連では九州ＭａａＳな

んていう言い方をしますけれども、一体ど

れを使ったらいいんだという印象がものす

ごくあるんですよね。 

 そこで、空港ライナーを利用した人は感

じると思うんですけれども、例えば、最終

便で着いて間に合うだろうか、やっと間に

合ったと、積み残しはないんですけれど

も、寒い中あそこのバス停で待っとかない

といけないわけですよね、並んで。そうい

うときに、例えばスマホのネットで予約が

完了して、どうしても間に合わないときは

変更ができるだとか、そういったオンライ

ンのサービスみたいなのは、この有料化と

同時に、利便性という意味では検討はない

のかなと思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、運賃につきまして、300円でも利

用するのではないかという点につきまして

は、引き続き、今後の利用者の方の動向も

見ながら、そこの部分は探ってまいりたい

と思います。 

 その上で、利便性についての御意見を頂

戴したところでございます。 

 ＭａａＳの利用で、まずどれを使ったら

よいのかというところにつきましては、今

回、地域公共交通計画の中でも、一部、先

ほど説明の中で言及はいたしませんでした

が、電子チケットの造成の販売数の目標も
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掲げているところでございます。 

 実際、今九州の中では、やはり九州Ｍａ

ａＳというのが様々な事業者の方も参画す

る形で今運営されておりまして、やはり極

力そのアプリが複数にわたるということで

はなくて、このアプリを持っておきさえす

れば、九州の圏域内では公共交通、どれも

乗りやすくなるんだ、１つの決済でいける

んだという環境がまずもって望ましいと考

えておりますので、我々といたしまして

は、まず九州ＭａａＳの中でそういった利

便性の向上を図っていきたいというのが１

つございます。 

 その上で、この空港ライナーの利便性の

向上ということで、委員御指摘のとおり

で、今御提案いただきました、最終便に例

えば並んで待っている方がいると、ぜひそ

のＭａａＳとかそういったものでネット予

約できないかというところであります。 

 今回、その空港ライナーにつきまして

は、コンペを事業者の方に行いまして、そ

の中で企画提案をいただくと、それに合わ

せて利便性の向上を図るということ。 

 それから、朝夕の混雑時間帯につきまし

て、やはり輸送力が足りていない部分がご

ざいますので、そこの部分の増強を図ると

いうことで利便性を引き上げていきたいと

いう考えでございます。 

 ネット予約に関しましては、恐らくまた

別のシステムを構築する費用ですとか、そ

の辺りも出てこようかと思いますので、そ

の辺りは事業者の方ともいろいろ相談、協

議しながら、利用者の方の――お金を頂く

ことになりますので、利便性が引き上がる

ように、我々としても取り組んでまいりた

いと考えてございます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございまし

た。 

 ぜひ、いろんな意見を出し合っていただ

いて、有料化にして今まで県が負担してい

た分を埋めるぐらいの感覚じゃなくて、せ

っかく有料化で収入があるのであれば、そ

れをまた有効に、利便性がさらに向上する

ように使えるような、そういう議論をぜひ

していただきたいなと思っています。 

 そして、アクセス鉄道が開通後は、やは

りＪＲに乗って移動されるわけですね。先

ほどもちょっとあった交通系ＩＣカードの

問題は、これはずっと続いてくるんじゃな

いかと思います。 

 例えば、最近議論になった、水前寺駅と

か南熊本駅で降りて、市内の渋滞解消とい

ったら、降りたら降りたで別なカードを使

わないといけないわけですよね。そういっ

た話も必ず出てきます。 

 そして、別添でも説明があった、10年間

で公共交通利用者を２倍にするというよう

な、そこは相当な努力、意識変換が必要だ

と思います。バス事業者のドライバーの問

題、そして、今、ふだん車を運転して移動

している人の意識改革、様々な問題が出て

くるので、10年間というと、長いようです

ぐ来るんじゃないかと思いますので、一つ

一つしっかりとテーブルで議論していただ

くことを切に望みますので、よろしくお願

いいたします。もう要望で結構です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○岩中伸司委員 すみません、ちょっと非

常識な質問になると思いますが、今、空港

ライナーを有料化するという、まあこれは

これでいいんですけれども、アクセス鉄道

が開通をして、空港まで肥後大津からその

まま鉄道のレールで行くようになってから

でも、この空港ライナーというのが存在す

るのかというのは、非常に私は疑問がある
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んです。何か特別――道路を通っていくの

がいいのか、レールを引くとすれば、もう

それで空港までは行くわけですから、何で

空港ライナーがずっと継続をされていくの

かなという話になるんですかね。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 空港ライナー、アクセス鉄道を開業した

後の取扱いということでございますけれど

も、空港ライナー、基本的には、現時点で

運行している中で、当然アクセス鉄道が整

備されるまでの間は休まず運行していくと

いうことでございますけれども、その後、

当然、開業後というのは、そこはまた役割

分担も出てまいりますし、そこについて

は、当然そのときの状況をきちんと踏まえ

た上で適切に運行するのかしないのかとい

う判断を、そこできちんと行ってまいりた

いと考えてございます。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 鉄道が開通したら、また

そこで関係者がいろいろして、続けるのか

どうなのかということを判断するわけです

ね。 

 以前、空港ライナーというのは、無料と

いうふうなことでずっときたんですけれど

も、これは、サービス、空港内の移動だと

いうふうな認識というふうな答弁がいつか

あったような感じがするんですが、そうだ

ったですね。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 委員御指摘のとおりでございます。大空

港構想の考えの下でいきますと、やはりそ

の空港のエリアというのは、肥後大津駅ま

でも含むものであって、空港とともに地域

の発展もしていくという考えでしたので、

そこまではもう空港のエリアというふうに

捉えまして、その間の輸送を無料で行って

きたというものでございます。 

 

○岩中伸司委員 当時、そのことを聞い

て、７キロ近くもあるところが空港内のサ

ービスでというのは、本当上手なことを言

うなというふうな思いで――失礼ですけれ

ども、そんなことを思ったんです。 

 ただ、私は、これはあくまでもレールで

行くならそれが便利になるし、そういう部

分もあると思うんですけれども、もう１

つ、ここの48ページにアクセス鉄道整備の

云々と書いて、今では610億円かかるんで

すけれども、それプラス60億ということ

で、それがずっと右側のほうに、需要予測

で約１日に6,500人利用するということの

数が記載されていますけれども、これはど

こで検討されてきた6,500人ですか。１日

に6,500人が利用するアクセス鉄道にした

いというふうなことは。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課でございます。 

 この6,500人といいます数字は、私ども

がアクセス鉄道の概略設計を進めていく中

で、需要予測として算出したものでござい

ます。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 だとすれば、この6,500

人が利用するような状況というのは、ちょ

っと行ってみたんですけれども、鉄道がで

きたら、空港利用者の64％が鉄道で行く形

になるんですね、あの数を計算していけ

ば。 

 空港利用者が通るルートですが、国内

線、国際線、先ほど報告では、369万4,000

人というふうなことですから、結局6,500

人も利用すれば、空港へ64％が鉄道で行く
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と。 

 私たちの常識では、熊本空港の場合は、

車が――熊本市内だけに限れば別ですけれ

ども、県内から来る人はほとんど車で来る

のが多いという前提に立つので、こんなに

やっぱり64％も肥後大津から鉄道で行くよ

うになるのかなというふうな、私はそんな

感じを持っているんですが、どうですか。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課でございます。 

 この6,500人という人数でございますけ

れども、こちらは、全てが空港を利用する

方というわけではなくて、付近の通勤の方

ですとか、学生の方ですとか、あとお見送

りの方とか、いわゆる一般交通としての利

用をされる方々も含めたところの数字でご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 私は、細かなところまで

は分かりませんので、まあそういうことで

理解をさせていただきます。 

 

○橋口海平委員長 ほかに。 

 

○髙木健次委員 関連して、空港ライナー

の件で質問いたしますけれども、代表質問

で私のほうも何か有料に肩入れしたような

ことを言いましたけれども、ただ、大変利

用されている方も、とても好評、喜ばれる

ということで、どんどんどんどん利用者が

増えていることでありますので、大変この

有料化というのはよかったなというふうに

思っております。 

 ただ、今、空港から大津駅までという大

きな、ＴＳＭＣの第２工場も来年の稼動と

か目指しておりますので、非常に今でも台

湾あるいは外国からのＴＳＭＣ関係の方が

空港に大分来ておられると思うんですね。 

 空港から、じゃあＴＳＭＣ、セミコンパ

ークのほうに行くのにどうするかという、

非常に不便な面があるんじゃないのかな

と。大津駅から続けてＴＳＭＣ関係、セミ

コンテクノパークのほうに延長すれば、非

常に利用者も増えるんじゃないかなという

思いがいたします。 

 それと、今、９人乗りのジャンボタクシ

ーですかね、これを利用しているというこ

とですけれども、僕は、せっかくだったら

大型バスの運行をして、やっぱりそれなり

の体制を整える必要があるのかなと。 

 確かに、ＴＳＭＣのほうに今どんどんど

んどん、サプライチェーンを含めて、企業

がどんどん入ってきて、非常に利用客も多

いと思うんですね。この運行をすれば、Ｔ

ＳＭＣまで。だから、その辺の考えはない

のか、それが１つ、最初にお尋ねしたいと

思います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 空港ライナーにつきましてお尋ねいただ

きました。 

 まず、ルートの関係でございます。 

 ＴＳＭＣの第２工場までの延長とか、そ

ういったことの考えはないのかという御意

見でございます。ありがとうございます。 

 空港からの一旦まずこれはアクセスとい

うことで、空港ライナー、やらせていただ

いているところもありますので、一旦今回

はまず空港まででございますけれども、当

然、ＴＳＭＣの第２工場に行かれる方と

か、そのまま空港からダイレクトに行かれ

たほうが利便性が高いというところもあろ

うかと思いますので、その状況はよくよく

見ながら進めてまいりたいと思います。 

 今、肥後大津駅、それから原水駅のほう

からセミコンのほうに通勤される方に対し

ての二次交通の提供をしているところでご
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ざいまして、そこの通勤ルートは引いてい

る部分はあろうかと思いますが、一方で、

多分その方々が今度海外に出張されるとき

には、空港へよりスムーズに行かれるとい

う需要も一定程度あると思いますので、そ

の辺りは引き続きニーズを見ながら、ま

た、その地元、それから事業者の方とかと

連携しながら、ネットワークとかに関して

は検討してまいりたいと考えてございま

す。 

 また、輸送力の強化ということで、現状

ジャンボタクシーという形態で、ちょっと

足りない部分のときには２便、３便と応援

便を出していただいて、今運行している状

況でございます。 

 今後、輸送力の強化、極力積み残しを出

さないという方向でやっていく必要がある

と考えてございますので、一足飛びに大型

バスかというと、いろいろそこはまた、有

料化もしますので、需要をよく見なければ

なりませんけれども、その辺りも事業者の

方からの御提案もいただきながら、例えば

マイクロバスだとか、そういうところも、

別にジャンボタクシーに制約かけることな

く、様々な輸送手段で、どういったところ

までできるのかということを事業者の方と

相談しながら、協議しながら進めてまいり

たいと考えてございます。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 延長するということは、

今の時点ではまだなかなかそこまでいって

ないのかもしれませんけれども、今後やっ

ぱりすぐそういうことで計画をしないと、

後で後手後手になっても仕方ないしという

ふうに思っていますし、原水駅からＴＳＭ

Ｃのほうにはバスを通勤者に提供している

ということで、非常にその辺もいいと思う

んですけれども、せっかくだったら、もう

そのバスも利用して空港から直線で行くよ

うな形もやってもいいんじゃないのかな

と。これはもう試行的にやってもいいだろ

うしですね。その辺はちょっと研究をして

いただきたいというふうに思っておりま

す。 

 大変あの辺も渋滞をしておりますので、

何台もバスとか出すというようなことより

も、一本化してその辺の計画もお願いした

いというふうに思いますので、しっかりと

よろしくお願いしておきます。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○藤川隆夫委員 ちょっと国際線の話にな

りますけれども、空港の件でちょっとお尋

ねします。 

 まずは、国内線が38便で、国際線が44便

という形で、国際線のほうが多くなってい

ます。そういう中で、この前ちょっと高雄

に行ったときに、実は国際線のほうでやっ

ぱりかぶってしまったときに、荷さばきと

か何かは今回ちょっと拡張していただいて

おりますし、受付も拡張していただいてお

りますけれども、実は保安検査場が、行っ

たときに、やっぱりあの時１か所しか開い

てなくて、今２か所あると思うんですけ

ど、その件について山川さんともちょっと

話ししたんですけど、やっぱり航空会社が

そこは責任を持っているので、今検討はし

ているという話ではあるんですけど、そう

いうような意味において、混んだときの保

安検査場の在り方もちょっと考えなきゃい

けないし、また逆に、44便あるということ

は、なかなか向こうから入ってこられる方

の入国審査、これも結構詰まっているとい

う状況を聞いておりますので、その部分を

やっぱり――この間も、帰ってきたとき

に、２ブースぐらいしか開いてなかったよ
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うな気がするんですけれども、この部分も

含めて、これは人の手配等が必要になって

くるというふうに思います。その部分に関

しては、今後やっぱり改善していかなきゃ

いけないだろうと思っております。 

 その部分のことと、もう１つ、グランド

ハンドリングの件で、本当に現状これで足

りているのかどうかという問題がどうなっ

ているのかというのを、まずそこを教えて

いただけばと思います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、出国時、それから入国時のこの混

雑に対する対応ということで御質問いただ

きました。 

 まず１点、委員御指摘のとおり、一時期

ちょっと便がふくそうする時間帯につきま

しては、出発便、それから入国の際にかな

り混雑が生じているということは認識をし

てございます。 

 我々、空港会社に確認をいたしてござい

まして、やはり委員御指摘のとおりでござ

いますが、出発のピーク時間帯にはかなり

列をなしている、一方で、手荷物検査のと

ころに、御指摘のとおり、２レーンありま

すけれども、現状１レーンしか開いていな

いという状況でございます。 

 こちらのレーン、保安検査の部分につき

ましては、空港会社、それからエアライン

等で負担をする形で対応を取っておられる

ということでありますけれども、空港会社

も何とかそこの混雑の解消が必要だという

ことで、一旦まずそこの検査員の増員とい

うことを３月１日から始めていただいてご

ざいます。 

 一定程度ちょっと流れるようになってき

ているというふうには聞いておりますけれ

ども、引き続き、我々としても、そこの状

況を確認してまいりたいというふうに考え

てございます。 

 また、反対に入国審査のほうでございま

すけれども、海外の方のレーン、御指摘の

とおり、私もちょっと海外利用したとき

に、２ブースぐらいしか開いてないとかと

いうのは見たりもしますけれども、どうし

てもその辺り、入国審査のほうは国が中心

となって人員を配置いただいている部分も

ございまして、その点また恒常的に、ずっ

と常に、例えば３便とか複数便が常にもう

ずっと降りてくるような状況であると、よ

り人員を出しやすいという部分もあろうか

と思いますが、まだちょっと現状申し上げ

ると、まだまだ局所的な部分はございます

けれども、一方で、利用者の方の利便、お

待たせしていて、熊本にせっかく入国いた

だくのに印象が悪くなるというのも、これ

も極力避けなければいけませんので、その

辺りに関して、人員の配置という、追加も

ちょっと配分できないかということにつき

ましては、例えば国に要望するなど、必要

な対応は検討してまいりたいと思います。 

 

○藤川隆夫委員 今、おっしゃったとお

り、入国に関しては国のほうで、出るとき

の保安検査場に関しては航空会社等エアラ

インでということでありますので、ぜひそ

こはそれで進めていっていただければと思

いますので、よろしくお願いします。 

 あわせまして、実は、貨物便、貨物の話

ですけれども、今まで少しずつ、右肩上が

りというまではいかないけれども、少しず

つ今増えてきていると思います。 

 今44便飛ぶわけでありますので、やはり

熊本県からあるいは台湾に物を出すに当た

って、そこが空っぽのまま行ってしまうと

いうのはもったいない話でありますので、

できるだけ向こうに輸出できるものに関し

ては、そこに抱えてもらって出してもらう

というほうが本当にいいんだろうなという
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ふうに思っておりますので、この部分に関

して、ある意味目標設定とか何か今されて

いないと思いますけれども、そういうよう

な目標とか何かがあれば、ちょっとそこを

教えていただければと思います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、ごめんなさい。先ほどグラハンの

話もいただきました。グラハンの話は、す

みません、失礼しました。 

 グラハンにつきましても、こちら、それ

ぞれの航空会社と契約を結ぶ形で地上の人

員を配置いただいているというところでご

ざいますけれども、どうしてもコロナ禍以

降、人員を削減、削減といいますか、それ

ぞれ企業努力といいますか、人員の中でち

ょっと人手不足というのが出ているのは、

これは全国共通の課題でございます。 

 その中で、現状何とかその国際線の受入

れに当たっての必要な人員は、エアライン

とそれから空港会社の御努力によりまして

現状何とかカバーしている状況でございま

すけれども、当然、この新たにさらに就航

してくるという部分におきましては、これ

もまた、スポットだけでなく、本当はその

会社の方からすると、恒常的に要るのであ

ればもうちょっと人員をつけやすいんだけ

ども、一定のダイヤだけだとちょっとなか

なかつけづらいというようなお声も聞いて

いるというふうに伺っておりますけれど

も、そこの部分は、ちょっと我々として

も、新たな便がせっかく来ていただけるの

に対応できないということでは、これはち

ょっと望ましくありませんので、ちょっと

その点国もいろいろと検討会とか立ち上げ

て対応もいただいていますので、その辺り

とも連携をしながら、対応は引き続き検討

してまいりたいと思ってございます。 

 また、貨物便につきましては、現状、目

標が、すみません、ちょっとあれなんです

けれども、やはり熊本から海外に輸出をし

ていく、これだけ国際路線増えている中

で、航空の腹の貨物の部分ですね、使わな

いのはもったいないというのは、もう本当

に御指摘のとおりだと思ってございます。 

 その中で、今、県といたしましては、熊

本から試しにまず、皆さんこれまで海外に

出してなかった、もしくは別のところを経

由していた方に、熊本から飛ばすとこれだ

けのルートで行きますよというのを、トラ

イアルでやっていただけるような助成の事

業を設けているところでございまして、ま

ずはそこからきちんと、熊本から経由で外

へ出すというルートを定着させていくとい

うことからまず取り組んでいきたいという

考えでございます。 

 

○藤川隆夫委員 貨物便に関しては、ぜひ

それを進めていただきたいと思います。特

に、九州の中央にありますので、できれば

県南地域は、県南というか、九州の南のほ

うですね。鹿児島であり、宮崎であり、大

分で、そういうところ、利便性の高いとこ

ろに関しましては、プロモーションかけ

て、やっぱりそういう輸出につなげていっ

てもらうということが大事かなというふう

に思います。それをぜひやっていただけれ

ばと。 

 あと、もう１点だけ、すみません。 

 先ほど前田先生からもありましたけれど

も、九州ＭａａＳの件なんですけれども、

今、交通系を見ると、極めて不便な状況。 

 熊本市内においても、電車ではＩＣカー

ド使えるけれども、バスでは使えないと

か、様々な問題が起こっておりますので、

ある意味この九州ＭａａＳというのを広げ

てもらって、これで九州全域どこでも、市

電含めて乗れるような体制、あるいは様々

な旅行の予約なり何なりができるような体
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制ができるのは、本当一番利便性高いんだ

ろうなというふうに思っておりますけれど

も、この部分に関しての、何といいます

か、九州ＭａａＳに関しては、積極的にこ

れからプロモーションしていくのか、ま

た、逆に言うと、熊本の中だけで１枚のカ

ードで済むような体制にしていくのか、そ

の付近は今現状どのように考えているの

か、教えていただければと。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、この県内の交通手段の決済手段と

いうことでお尋ねをいただきました。 

 現状、全国共通ＩＣカード、県内バスに

おきましては使えないという状況でござい

ますので、御不便をおかけしているものと

認識してございます。 

 一方、そのタッチ決済を導入していると

ころでもございまして、徐々に徐々にこの

利用率というのは今のところ伸びてきては

いて、ようやく10％を超えてきたというと

ころだと認識をしてございます。 

 その中で、１つ何かこれがあれば公共交

通全て一発でいけるんだというものが、当

然利用者の方々にとっては利便性が高いと

いうふうに考えておりまして、今もってま

ず手元でそれが可能性として考えているの

は九州ＭａａＳでございます。 

 今、県内でも、一部コミュニティ交通も

含めて、路線バスにつきまして、例えばわ

くわく１dayパスといった形で、九州Ｍａ

ａＳでデジタルチケットを購入いただく

と、それで基本的に路線バス等々全て乗っ

ていただけるような仕組みはできておりま

すけれども、それがより皆様への周知であ

ったりとか、もしくは日常利用される方に

おいて、より使っていただけるような流れ

にすることも大事だというふうに考えてお

ります。 

 直近、熊本市のほうでも、一部公表され

た情報でありますけれども、まず定期券に

つきましては、現状くまモンのＩＣカード

しか載せられないものを、今、その携帯の

アプリといいますか、スマートフォン上で

定期券機能を載せて、なおかつ、これをも

って、今まで区間定期券だったものが、20

0円の運賃の範囲だとか300円の運賃の範囲

であれば、月額幾らでどこでも乗れますと

いうような形を、来年度の導入に向けて今

検討されているということでございますの

で、基本的にはまず九州ＭａａＳですと

か、あまり複数のアプリは当たらないほう

が利便性は高いと思いますけれども、九州

ＭａａＳであったり、そういった定期券の

機能で皆さんに御不便をおかけしないよう

に、スムーズに乗っていただけるような環

境をつくっていくということを進めてまい

りたいと考えてございます。 

 

○藤川隆夫委員 そういうことで、ぜひ進

めていただければと思います。 

 実は、この間高雄に行ったときに、高雄

市政府からもらったＩＣカードがあるんだ

けれども、これ1枚でチャージすれば地下

鉄もＬＲＴもバスも全て乗れるというよう

なカードがあったもので、やっぱりそうい

うようなものが１枚あれば済むような世界

をつくっていかなきゃいけないと思ってい

ますので、まあ九州ＭａａＳが一番という

話でありますので、ぜひそれを広めるよう

な努力をしていただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○前川收委員 ちょっと関連でいいです

か。 

 

○橋口海平委員長 はい。前川委員。 
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○前川收委員 39ページの今の国際空港の

貨物の話なんですけれども、昨年、せっか

く国際空港貨物上屋ということで、輸出入

の取扱いがしやすい上屋を供用開始してい

ただきました。 

 ただ、つい最近、ＪＡ益城の皆さん方が

私のところにお見えいただいて、イチゴを

輸出していると、台湾に出していると。じ

ゃあ、益城ですから、益城の中に空港があ

るから便利でいいですねと言ったら、い

や、福岡空港から出しているんだというお

話をいただいて、あれ、何でという話をし

たら、やっぱり検疫がまだ熊本はしっかり

整備されてないと、ですから、やむを得ず

――やむを得ずですよ、全く。福岡空港に

行っているという話でありました。 

 ぜひそういう情報をしっかり集めていた

だいて、せっかくそのすぐ近く、益城とい

うのは、空港も益城の中にあるんだから、

益城の人たちのイチゴがわざわざ福岡回り

で行くのというのは、誰が考えても疑問で

すし、検疫をしっかりつくっていくという

ことは大事だと思いますので、それは卵が

先か鶏が先かという話、物がないと検疫は

来ないとか、いろいろありますけれども、

そこはしっかり頑張っていただきたいと思

いますが、いかがですか。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 委員御指摘のとおり、貨物、せっかくお

出しいただけるのに、その環境が整ってな

くて、これまた県外に行ってしまうという

のは、我々としては、きちんと考えなけれ

ばいけないというふうに考えてございま

す。 

 その中で、イチゴの関係、まさにその検

疫の関係でございますけれども、そこの体

制についても、どうしても熊本空港から出

そうとするときに、時間がかかってしまう

というお声を各方面からちょうだいをして

ございます。 

 検疫の体制につきましては、どうしても

国の関係してくる部分でございますけれど

も、今現状ですと、八代港まで一個一個イ

チゴをわざわざ持っていって、八代港の事

務所で検査をした上でもう一回空港のほう

に戻してくるといいますか、関係書類をわ

ざわざ八代港湾へ取りに行かなきゃいけな

いということで、タイムラグが生じている

というふうに伺ってございます。 

 そこの部分の対応につきましては、引き

続き国の方々と相談、協議をしながら進め

てまいりたいと、少しでも早く熊本から出

していただけるような環境整備につなげて

いきたいという考えでございます。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○池田和貴委員 すみません。これは都市

計画課になるのかな。60ページなんです

が、都市圏総合交通のアクションプランに

ついて、60ページのほうで、今後の取組

で、アクションプランの実効性を高めるた

めに、新たにモニタリング機関を設置し、

施策の進捗管理や効果検証を行っていくと

いうふうになっています。 

 その右上に、現在の施策の進捗管理表が

載せられているんですけれども、このアク

ションプラン、この交通の計画というの

は、すごく住民の人たちにとっても非常に

大事ですし、今10年単位で考えていらっし

ゃいますが、今はデジタル化が進んできて

いて、いろんな情報ってもっと早く一般の

人たちにもつながるし、取りに行こうと思

えば幾らでも取れるような状況で、その中

で、今後新たなモニタリング機関を設置し

と書いてあるんですが、どのようにされて

いこうとされているのかなというのはちょ
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っと疑問としてあったというのと、前、何

度か私、この委員会の中でお話しさせてい

ただいたんですが、県警さんが持っていら

っしゃる交通量のいわゆるビッグデータ、

エムシステムを含めて、たくさん交通量の

データというのはあるはずなので、それが

うまくこういう計画とかそういうのとリン

クしながらやっていく方法はないのかなと

いうのをちょっと提案させていただきまし

た。 

 いろいろ県警さんのほうからお話を聞い

てみると、何か生データで出すとなかなか

難しくて、加工しなきゃいけないというふ

うなお話も伺っていて、そこは大変だとい

うお話も聞きました。 

 先ほど御報告もあったように、昨年の12

月、１万人のオフピーク通勤の調査結果で

３割削減したというのもあったんですけれ

ども、あれもどういうふうに調べられたか

というと、やっぱり実測して調べられたと

いうことなので、そういうのはすごく大事

だとは思うんですが、ただ、今後を考える

と、やっぱり計画の検証のデータというの

は、わざわざ人間が介在するのをなるべく

減らして、定期的にコンピューターやカメ

ラとかそういうもののほうが、ずっとデー

タを取りながら、そういうものがリアルタ

イムでデータを見ながら、そして計画の進

捗とかそういうのをやっていくような時代

になっていくのかなと思っていますので、

働き手の人間が減っていくので、そこはや

っぱり今後考えなきゃいけないんじゃない

かなと私はちょっと思うんですが、新たな

モニタリング機関というのに、そういうデ

ジタル化とか、そういうのはどういうふう

に考えられているのかなと思って、ちょっ

と聞きたいと思います。 

 

○高橋都市計画課長 都市計画課です。 

 今いただきましたモニタリング機関につ

いては、現在、その実行計画であるアクシ

ョンプランの進捗状況を、行政機関だけで

はなくて、学識者、経済界、住民代表、様

々な方の参画を予定して考えてございま

す。関係者が一体となってその計画を推進

していくための組織を想定しております。 

 また、この機関がモニタリングを実施す

ることによって、計画の着実な実効を図る

とともに、その結果を関係機関や住民の方

に分かりやすく情報提供する役割を担おう

と考えております。 

 まだ、現在、どういう形でつくるかとい

うのは、検討している最中でありまして、

今委員がおっしゃったように、その成果を

どういうふうに公表するか、判断していく

かについては、委員からいただきました意

見を参考にさせていただきながら、計画を

進めさせていただきたいと思います。 

 それと、交通管理者の方とも、このマス

タープランをつくるに当たっては、一緒に

参画していただきまして、いろんな御意見

をいただいてやっております。 

 今後、アクションプラン、特にモニタリ

ングなんかについては、恐らくそういう形

で御参画いただきながら、より客観的な形

で、分かりやすく提供できるような形で進

めさせていただくよう考えております。よ

ろしくお願いします。 

 

○池田和貴委員 ありがとうございまし

た。 

 新たなモニタリング機関の御説明、今聞

かせていただいて、分かりました。 

 ただ、そこの参加する人たちに提供する

データの話なんですね。そのデータが、や

はりなるべく直近のまで分かりやすいデー

タとして提供して、そこでやっぱり議論し

てもらうということ、今までの推移も含め

てというのが大事だと思うんですけれど

も、そのデータをつくるために、いわゆる
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事務局の人たちが苦労して、もういろんな

のを持ち合わせてつくるというのもそれは

あるんだろうと思うんですけれども、でき

れば、通常データは刻々と記録されていっ

ているわけですから、それを、人間があま

り介在することなく、取り出してきて加工

すれば、１日とか１週間とか１か月だとか

１年だとかというので見れるようなそうい

う形をしていくと、さらにそのモニタリン

グの中の議論も深まってくるんじゃないか

と思うので、そこの連携というのを今後や

っぱりやっていったほうがいいんじゃない

かなというふうに、私、思っているんです

ね。 

 今回、議会の中でも、ＡＩの活用につい

ても質問がありましたけれども、ＡＩも急

速に進展をしていっていますので、ある意

味皆さん方が持っていらっしゃったような

ノウハウとかそういったものも、もしかし

たら代替、お手伝いしてもらうような時代

もすぐ来るんじゃないかというのもあるの

で、そういう視点を持ちながら今後やって

いかれたらいかがかなというふうに私は思

うんですけれども、よかったら、土木部

長、ちょっと何か。すみません、急にあれ

ですけれども。指名して？しまって申し訳

ありませんけれども。 

 

○菰田土木部長 御意見ありがとうござい

ます。 

 いろいろデジタル関係、どんどん進化し

ております。先ほど都市計画課長がお話し

しましたように、新たなモニタリング機関

といった形でこれからちょっと検討を深め

ていくような形ではあります。 

 新しい最新データを活用する中での施策

への展開というのがやっぱり一番望ましい

というふうに思いますので、いろいろ考え

させていただきながら取組を進めていけれ

ばなというふうに思っているところでござ

います。 

 抽象的な表現で申し訳ございませんけれ

ども、今後ともよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございます。 

 

○池田和貴委員 どうもありがとうござい

ます。 

 今、先ほど言ったように、一般の人たち

も、今までそういう情報を知るスピードっ

て、以前に比べたら格段に上がっていると

思うんですね。どっかに新しい道路ができ

て、そこが、例えば交通に関していくと、

新しい道路が開通すると、そっちが進ん

で、そっちが早くなるとか、後は、ＳＮＳ

への書き込みを見て、こっちはもうスムー

ズに行くよってなったらそっちへ行くとか

ですね。やっぱり移動も刻々と変わってく

ると思うので、そういうのも踏まえて議論

の場に出していこうとすると、やはりデー

タというか、デジタル化の活用が私は必要

になってくるんじゃないかというふうに思

っていますので、ぜひそこはまだ、何とい

うか、具体的な話をすることはできません

けれども、そういうのも考えながらやって

いただければと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○髙島和男委員 空港の施設について、説

明資料の42ページから43ページにあります

そらよかダイニングについてお尋ねしたい

と思いますけれども、約２年ぐらいが経過

したと思うんですね。ここにも記載されて

おりますように、日本初出店とか西日本初

出店というふうにありますけれども、現

在、それぞれ店舗の利用状況というのはど

うなんだろうかと。当初の予定どおり、い

や、にぎわっていますよとか、いや、ちょ
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っと厳しいんですよなのか、そこら辺をお

尋ねしたいと思います。 

 といいますのが、私だけかもしれません

けれども、利用された方の評価があんまり

思わしくないんですよ。実際どうなんだろ

うかなと思って、お尋ねしたいと思いま

す。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 すみません、今ちょっと手元にそらよか

ダイニングの利用状況というのが、すみま

せん、ちょっと持ち合わせておりませんの

で、確認の上また説明に伺わせていただけ

ればと思います。 

 店舗の数、種類というのは、引き続き空

港会社の御努力により充実をしていただい

ているところと思ってございますけれど

も、一方で、引き続き、やはりどうしても

当初から出国、もしくは新しく便に乗って

出発する方々へのところにもともとのコン

セプトとして軸足を置いてきた部分もござ

いますので、多分そういった観点から利用

者の方からまだまだ足りないといったお声

があるということも認識をしてございます

ので、その点につきましては、空港会社と

引き続き充実をさせていく、また、空港を

目的地として来ていただく方も、やっぱり

一定数増やしていくということが必要だと

思ってございますので、その点は空港会社

の方と連携しながらやってまいりたいと考

えてございます。 

 

○髙島和男委員 今、課長は、そもそもそ

の利用者を対象にしたということでコンセ

プトというふうなおっしゃり方をされたと

思うんですけれども、当初、ここで議論し

とったときには、利用者だけではなくて、

誰もが利用できることをコンセプトにして

いたと思うんですよね。そういう意味で

は、見送る前に寄る、見送った後に寄る、

送った人たちがですね、そういう人たち

も、ぜひ気軽に寄っていただきたいという

ことだったはずだと思うんです。 

 そういう意味で、利用者、まあ分析はま

だしていないということでしたけれども、

そういう方々がどれだけ利用されているの

かということを、私は検証しておくべきだ

ろうと思います。 

 そして、なかなかやっぱり空港までかな

りの時間、街中からすればかかるわけです

から、わざわざ行くということになるなら

ば、それだけやっぱり魅力がなからんと、

非常にやっぱりにぎわいというのは創出で

きないと思いますので、現状がどうなの

か、そして、運営会社として、それを踏ま

えて今後どういうふうに持っていこうとさ

れているのか、そこら辺もぜひ今後の課題

として御検討していっていただきたいと思

います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 すみません、私の表現が一部よろしくな

い部分がありまして、失礼いたしました。 

 きちんと、見送る方も含めて、空港とし

て誰もが使い勝手のいいものにしていくと

いうことだと思います。 

 その中で、現状、それから、今後のその

打ち手につきましても、空港会社の方も、

さらにその手荷物検査を受ける前のところ

の段階のこの店の種類も、今ちょっと増や

す方向でいろいろ検討もいただいていると

いうふうに認識をしてございますけれど

も、まず現状でそこの部分の利用者がどう

なのかということと今後の打ち手につきま

しても、きちっと確認の上、また対応して

まいりたいと思います。ありがとうござい

ます。 
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○南部隼平委員 すみません、別添資料、

県の地域公共交通計画に関連して質問させ

ていただきます。 

 この公共交通計画に、今回、都市圏交通

のほうも少し入りまして、非常に前回と比

べると、割と渋滞の対策とか、そういった

のも含めた上での計画になっているという

ことで、非常にいいなと思っております。 

 その中で、直近熊本市のほうで発表があ

りました交通連合に関する話題が出ており

ます。交通戦略部だったかな、熊本市がま

たつくってということで、どこまで熊本市

がやるのかというのは、ちょっと私もはっ

きり分かりませんけれども、こういった交

通連合というのは、私も、非常に今後公共

交通をさらに２倍にしていくとかという意

味では、非常に大事だと思っています。 

 ここに、県としては、どこまで熊本市さ

んと連携が取れているのかとか、どこまで

関わっていくのかというのは、現状の状況

をちょっと教えていただければと思いま

す。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 熊本市のほうで、今、交通連合、それか

ら運輸連合という言い方をしているかもし

れませんけれども、そういった形で検討を

深められていることを承知してございま

す。 

 また、今、その交通連合に向けて、実際

どういうところから始めていったらいいの

か、もしくはそもそも組織の在り方ですと

か、それによってどういうことがよくなる

のかといったこと、そういった議論、県も

参画をする形で現状進めておりまして、そ

の点熊本市とも連携を取って進めていると

ころであります。 

 今後も交通連合のこの議論を深めていく

に当たって、我々としても、きちんと今回

計画にも体制整備ということで位置づけさ

せていただいておりますし、県、それから

市、それぞれ知事と市長のこの公約の中で

もうたわれているものとも認識をしてござ

いますので、その点は熊本市の関係部署と

も連携して、引き続き取り組んでまいりた

いと考えてございます。 

 

○南部隼平委員 本当、交通連合というこ

とで、非常にいい取組だと思うんですけれ

ども、これは熊本市だけじゃなかなか難し

いと思いますし、やっぱり都市圏で考えな

いと、これはもちろんＴＳＭＣ関連のああ

いったところの渋滞問題もありますし、あ

る程度県も主体的にというか、取り組む必

要があるというふうに思います。 

 なかなかやっぱり業者、いろんな運輸業

者の方々がメインにというのはなかなかな

りにくい、それぞれ利害関係が絡むので難

しいと思うので、そこはしっかり県として

も主体的に取り組んでいただければと思い

ます。要望です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○髙木健次委員 49ページなんですけれど

も、交通アクセスのルートが資料に載って

いますけど、大津町、益城町、関係町に12

月21日から説明会があったと思うんですけ

れども、この構造形式って３つ出ています

けれども、地下式は、これももうトンネル

ですから、当然平地のほうではあまり関係

ないと思うんですけれども、地表式とこの

かさ上げ式、この辺についての説明もあっ

たと思うんですね。 

 ただ、あそこは非常に農地が多くて、ほ

とんど農地、酪農家の方たちもたくさんお

られるということで、様々な意見があった

と思うんですけれども、どのような意見が
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あったのか、その辺のお話をちょっと聞か

せていただけますか。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課です。 

 12月の地元説明会に当たりましては、や

はり委員がおっしゃられた、農業ですと

か、畜産業、自営業の継続についての御不

安の声、確かにいただいております。 

 そちらに対しましては、こちらとして

も、今後また詳細な設計をしていくと思う

んですけれども、できるだけ農地に影響を

与えないような設計にして、雨水をできる

だけ地下水に浸透させていくとか、そうい

った設計も心がけていきたいと考えており

ます。 

 そのほかにも、やはり騒音ですとか振動

への御懸念、あとはトンネルとして通ると

ころの上部の土地の方のその土地の利用制

限がどうなるのかとか、あと、今後、その

水田を横切るような形で、地権者になられ

る方から、今後どういった保証があると

か、営農をどうやって継続していったらい

いのかとか、代替地とか世話していただけ

るのかとか、そういった様々な御意見はい

ただきました。 

 説明会後でも、幾つか個別にもお電話を

いただいたりしている方もいらっしゃいま

して、そういったところも、きめ細かく御

説明に直接伺ったりして説明をさせていた

だいております。引き続き、丁寧な説明に

努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 今様々な意見があったと

いうことですが、やはり一番心配なのは、

農地がほとんどですから、地表式でいった

ら、非常に向こうに渡るのも大変、あとい

ろいろな問題も出てくるんじゃないのかな

という感じがして、この３つの絵を見た

ら、やっぱりかさ上げ式、高架式のほうが

一番あの地域にとっては無難な選択じゃな

いのかなという感じもしますけれども、ま

あこれは今からまたそっちのほうで研究さ

れると思うんですけれども、ただ、やっぱ

りいろいろな意見に対してはしっかりと丁

寧にお答えやらなければ、非常に、今まで

なかったところに線路が通るわけですか

ら、大変皆さんも不安なところがあると思

うんですね。その辺をしっかりと説明な

り、いろいろなことを通して地域住民の方

が安心していかれるような、一番いい策を

講じていただければありがたいというふう

に思っております。その辺は何分よろしく

お願いしておきます。 

 委員長、以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 なければ、質疑はこれ

で終了いたします。 

 次に、議題２、付託調査事件の閉会中の

継続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、

引き続き審査する必要があると認められま

すので、本委員会を次期定例会まで継続す

る旨、会議規則第82条の規定に基づき、議

長に申し出ることとしてよろしいでしょう

か。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 異議なしと認め、その

ようにいたします。 

 その他として、何かありませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 ほかになければ、本日

の委員会はこれで閉会いたします。 

  午前11時31分閉会 

      ――――――○―――――― 

○橋口海平委員長 執行部において、菰田
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土木部長、高橋首席審議員兼都市計画課長

が本年３月末をもって退職されます。一言

ずつ御挨拶をいただければと思っておりま

すが、委員の皆様方、よろしいでしょう

か。 

 (「はい、お願いします」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 それではまず、菰田土

木部長、よろしくお願いいたします。 

 

（菰田土木部長、高橋首席審議員兼都市計

 画課長の順に挨拶） 

 

○橋口海平委員長 お疲れさまでございま

した。 

 それでは、本年度最後の委員会でござい

ますので、私のほうからも御挨拶させてい

ただきます。 

 昨年の６月以来、松村副委員長はじめ委

員の皆様方には、熱心に御審議いただきま

して、本当にありがとうございました。 

 そしてまた、富永部長、菰田部長、合瀨

部長をはじめといたします執行部の皆様方

にも、円滑な審議に御協力いただきまし

て、本当にありがとうございます。 

 高速交通ネットワーク整備推進特別委員

会は、県民にとってとても関心が高い委員

会だというふうに思っております。アクセ

ス鉄道、中九州をはじめといたします高規

格道路、また、熊本都市圏の３連絡道路、

それと空港への路線、また、先ほどいろい

ろ議論のあった空港の中の利便性向上、こ

ういったのは全て県民の皆様方に関心が高

いものだというふうに思っております。 

 目に見えて進んだもの、また、目に見え

ないけれども、しっかりと議論して進んで

いったもの、それぞれあると思いますが、

全てこの熊本県の未来にとって大事なこと

だというふうに思っております。 

 来年からも、引き続き、皆様方、ここに

残られる方は、この県民の未来に向けて引

き続き頑張っていただくことを祈念いたし

まして、そしてまた、３月末で退職される

お２人の方は、引き続き県政にも関心を持

っていただいて、これからも頑張っていた

だくことを祈念いたしまして、御挨拶とさ

せていただきます。 

 １年間、どうもありがとうございまし

た。(拍手) 

 松村副委員長のほうにも御挨拶をいただ

きたいと思います。 

 

○松村秀逸副委員長 副委員長の松村でご

ざいます。 

 この１年間、橋口委員長とともに、副委

員長を務めさせていただきました。 

 委員会の円滑な推進ができましたのも、

委員の皆さん方、そしてまた執行部の皆さ

ん方の御協力によって終わったこと、心か

ら感謝申し上げます。 

 そしてまた、長年、菰田土木部長、高橋

都市計画課長、本当にお疲れさまでござい

ました。 

 引き続き、やはり地域に、皆さん、県政

のいろんな今までのノウハウをしっかり、

また退職された後でもよろしくお願いした

いと思います。本当にお疲れさまでした。 

 本県の高速交通ネットワーク整備推進が

さらなる発展につながることと、そして、

委員の皆さん、執行部の皆さんのさらなる

御健勝を心から御祈念申し上げ、御挨拶と

いたします。 

１年間、大変お世話になりました。(拍

手) 

 

○橋口海平委員長 ありがとうございま

す。本日は、これで終了いたします。 

  午前11時38分 

 

 

 



第15回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和８年3月11日) 

 - 28 -

 

熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定に

よりここに署名する 

  高速交通ネットワーク整備推進特別委員

会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


